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行　政　研　修（課長級）
○　第236回行政研修（課長級）現場訪問コース
	 オンライン形式（事前研修）：令和４年８月５日（金）
	 派遣研修（福島現場訪問） ：令和４年８月25日（木）〜 27日（土）
	 　　　　　　　　　　　　　　福島県浜通り地域（双葉町、浪江町、富岡町、大熊町、楢葉町等）
	 修了者：22名

研修科目 技法 時間 テーマ及び講師（訪問先）
訪問先に関する事情研究（事前研修） 講義 2:00 「福島の復興・再生に向けた取組について」

福島県企画調整部長 橘　　　清　司
現場訪問等（福島現場訪問） 意見交換、視察 15:05 双葉町産業交流センター

双葉町・浪江町フィールド視察
東日本大震災・原子力災害伝承館
東京電力廃炉資料館
東京電力福島第一原子力発電所
富岡町（夜の森地区視察）
富岡町アーカイブミュージアム
Ｊヴィレッジ

（東京電力社員との対話、一般社団法人AFW代表との対話、自治体等
職員との対話等）

諸行事等 1:35 開・閉講式、オリエンテーション等
合計　18時間40分

○	 第237回行政研修（課長級）
	 オンライン形式：令和４年９月27日（火）～ 30日（金）
	 修了者：43名

研修科目 技法 時間 テーマ及び講師
講義Ⅰ 講義 3:00 「部下マネジメントの勘所」

龍谷大学文学部教授 水　口　政　人
講義Ⅱ 講義 2:00 「ウクライナ紛争と激変する国際情勢」

政策研究大学院大学教授 岩　間　陽　子
講義Ⅲ 講義 2:00 「米国の政治・外交の現状」

笹川平和財団安全保障研究グループ上席研究員 渡　部　恒　雄
講義Ⅳ 講義 2:00 「令和日本のデザイン～新・富国強兵論～」

日本大学危機管理学部教授 先　崎　彰　容
個別政策研究 発表・討議 6:00 研修員が取り上げた事例について研修員間で討議
諸行事等 2:40 開・閉講式、オリエンテーション等

合計　17時間40分
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TOPIC 2　令和４年度行政研修実施結果レポート

行　政　研　修（課長級）
○	 第238回行政研修（課長級）課長力向上コース
	 通勤形式（第１部）：令和５年１月11日（水）～ 13日（金）
	 オンライン形式（第２部）：令和５年２月22日（水）
	 修了者：39名

研修科目 技法 時間 テーマ及び講師
講義Ⅰ 講義、演習 2:00 ＜問題提起＞

「日本経済復活のための経営学的視座と霞ヶ関の役割」
早稲田大学大学院経営管理研究科教授 入　山　章　栄

講義Ⅱ 講義、演習 2:00 「社会・職場環境の変化とメンタルマネジメント」
筑波大学医学医療系教授 松　崎　一　葉

講義Ⅲ 講義、演習 2:45 「対話力で仕事が変わる」
フリーアナウンサー、文筆家 住　吉　美　紀

講義Ⅳ 講義、演習 2:00 「経験から学び、人を育てる」
北海道大学大学院経済学研究院教授 松　尾　　　睦

講義Ⅴ 講義、演習 2:00 ＜世代間対話＞
「若手の考えるこれからの公務運営と人材育成」
～課長補佐級の中途採用を考える～
ソトナカプロジェクト・メンバー
　人事院事務総局調査職、ソトナカプロジェクト発起人

東　　　寛　朗
　農林水産省経営局協同組織課課長補佐、
　ソトナカプロジェクト共同代表 佐　伯　健太郎
　ソトナカプロジェクト共同代表 中　舘　尚　人
　文部科学省 官民協働海外留学創出プロジェクト
　�「トビタテ！留学JAPAN」広報・マーケティングチームリーダー、

ソトナカプロジェクト共同代表　　　　　　　　　西　川　朋　子
　VOLVE株式会社 代表取締役CEO、ソトナカプロジェクト共同代表

吉　井　弘　和
自己紹介、問題意識の開示 発表 1:15 研修員の問題意識の発表等
課題設定 討議・ワーク 0:45 各グループでの問題意識の共有、個人ワーク
グループでの取組共有 発表・討議 1:00 各研修員が実践した取組み、問題意識等をグループ単位で共有・討議
取組・問題意識の共有 全体報告、講評及び

講義
2:00 「各職場での取組成果と組織力、人材力向上に向けて」グループ間で

の共有
元消費者庁長官 板　東　久美子

個別マネジメント研究 発表・討議 4:00 研修員が取り上げた事例について研修員間で討議
諸行事等 1:50 開・閉講式、オリエンテーション等

合計　21時間35分


